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大
阪
歴
史
博
物
館
に
行
っ
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。
博
物
館
が
出
し
て
い
る
『
な
に
わ
歴
博
カ
レ
ン
ダ
ー
』
を

手
に
取
る
と
、
表
紙
に
力
士
の
錦
絵
が
載
っ
て
い
た
。
そ
れ
が
ま
こ
と
に
美
し
い
。
僕
は
相
撲
取
り
が
大
好
き

な
の
だ
。
錦
絵
と
は
、
今
で
言
え
ば
グ
ラ
ビ
ア
の
こ
と
で
、
相
当
に
人
気
の
あ
っ
た
関
取
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
解

説
文
を
読
む
と
、
何
と
、
わ
が
吹
田
出
身
の
大
阪
相
撲
の
力
士
で
は
な
い
か
。
名
前
は
「
松
ノ
音
善
蔵
」、
大
阪

相
撲
の
大
関
で
あ
る
。
早
速
、
大
阪
歴
史
博
物
館
に
解
説
文
を
書
か
れ
た
飯
田
直
樹
さ
ん
を
訪
ね
て
み
る
こ
と

に
し
た
。
大
阪
相
撲
の
研
究
を
さ
れ
て
い
る
飯
田
学
芸
員
か
ら
聞
く
「
大
関
・
松
ノ
音
善
蔵
」
の
世
界
は
と
て
も

興
味
深
い
も
の
だ
っ
た
。
今
回
は
大
阪
相
撲
に
咲
い
た
一
輪
の
美
し
い
花
の
探
索
で
あ
る

「
松
ノ
音
と
い
う
関
取
は
ど
ん
な
人

で
す
か
」
と
飯
田
学
芸
員
に
聞
い
て
み

た
。「
錦
絵
を
見
て
も
き
れ
い
な
相
撲
取

り
で
、
女
性
に
も
人
気
が
あ
っ
た
み
た

い
で
す
。
明
治
１５
年
に
大
関
在
位
の
ま

ま
３０
歳
で
死
ん
で
い
ま
す
。
大
関
は
、

大
阪
相
撲
の
当
時
の
最
高
位
で
す
。
強

さ
と
人
気
、
両
方
が
揃
っ
た
人
気
力
士

で
す
」
と
飯
田
さ
ん
は
言
う
。

松
ノ
音
が
活
躍
し
た
明
治
の
初
め
は
、

東
京
は
東
京
相
撲
、
大
阪
は
大
阪
相
撲

に
分
か
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
時
々
に

東
西
合
併
相
撲
が
興
行
さ
れ
、
人
気
を

二
分
し
て
い
た
。
ま
た
、
侠
客
が
相
撲

の
興
業
の
権
利
を
得
よ
う
と
し
、
利
権

争
い
の
騒
動
が
絶
え
な
か
っ
た
。
そ
の

た
め
、
江
戸
幕
府
は
相
撲
取
り
以
外
の

素
人
が
勧
進
元
に
な
る
こ
と
を
禁
じ
た
。

「
松
ノ
音
は
相
撲
の
改
革
派
だ
っ
た

と
か
・
・
・
」

「
え
え
、
松
ノ
音
は
力
士
の
待
遇
改

善
を
求
め
て
自
分
が
所
属
し
て
い
た
黒

岩
部
屋
か
ら
脱
走
す
る
ん
で
す
」
と
飯

田
学
芸
員
。「
何
で
す
か
、
そ
の
脱
走
と

い
う
の
は
？
」「
自
分
の
所
属
す
る
部
屋

か
ら
出
て
、
東
京
相
撲
の
仲
間
と
独
自

に
興
業
を
し
よ
う
と
し
た
ん
で
す
」「
結

局
、
ど
う
な
っ
た
ん
で
す
か
」「
あ
の
有

名
な
侠
客
・
小
林
佐
兵
衛
が
仲
介
に
入

っ
て
元
に
戻
っ
た
と
い
う
記
録
が
残
っ

て
い
ま
す
」「
侠
客
で
す
か
・
・
で
も
、

改
革
派
で
す
よ
ね
」「
は
い
」・
・
・
イ
ケ

メ
ン
で
、
強
く
て
、
改
革
派
、
松
の
音
は

理
想
的
な
関
取
の
よ
う
だ
。
も
う
少
し
、

松
ノ
音
の
こ
と
を
知
り
た
く
な
っ
た
。

帰
る
時
に
、
飯
田
さ
ん
に
大
阪
相
撲

の
資
料
を
も
ら
っ
た
。
資
料
に
よ
れ
ば
、

松
ノ
音
の
墓
が
吹
田
市
の
内
本
町
三
丁

目
に
あ
る
と
い
う
。
ま
ず
は
、
松
ノ
音

の
墓
に
詣
で
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

そ
し
て
、
そ
の
道
す
が
ら
、
も
う
少
し
、

大
阪
相
撲
に
つ
い
て
勉
強
し
て
み
よ
う
。

大
阪
相
撲
の
発
祥
は
、
堀
江
新
地
の

開
発
に
関
連
し
て
、
１７
世
紀
末
に
当
地

で
の
勧
進
相
撲
が
認
可
さ
れ
た
こ
と
に

始
ま
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
堂

島
浜
、
新
町
、
雑
喉
場
、
靭
な
ど
で
開
催

さ
れ
た
。
特
に
、
大
阪
で
は
市
場
社
会

と
の
関
連
が
強
か
っ
た
。
有
名
な
侠
客

で
、
米
仲
仕
の
経
歴
を
持
つ
根
津
四
郎

右
衛
門
は
、
朝
日
山
部
屋
頭
取
、
朝
日

山
四
郎
衛
門
と
同
一
人
物
と
云
わ
れ
て

い
る
。
東
京
と
大
阪
に
分
か
れ
て
人
気

だ
っ
た
相
撲
渡
世
集
団
、
つ
ま
り
、
プ

ロ
の
相
撲
興
行
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
２

年
（
１
９
２
７
）、
こ
の
大
阪
相
撲
と
東

京
相
撲
が
合
併
し
て
大
日
本
相
撲
協
会

（
現
在
の
日
本
相
撲
協
会
の
前
身
）
が
誕

生
し
現
在
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

さ
て
、
松
ノ
音
の
墓
で
あ
る
。
吹
田

市
内
本
町
三
丁
目
、
神
崎
川
の
近
く
に

「
吹
田
市
有
」
の
「
川
面
墓
地
」
が
あ
り
、

そ
の
入
口
の
所
に
松
ノ
音
の
墓
が
あ
っ

た
。
ち
な
み
に
、
内
本
町
は
、
松
ノ
音
の

生
誕
地
と
さ
れ
、
言
わ
ば
、
生
ま
れ
故

郷
で
眠
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

墓
は
き
れ
い
に
管
理
さ
れ
て
い
る
。
こ

こ
で
、
松
ノ
音
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
少
し

紹
介
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

『
市
報
す
い
た
』
連
載
の
『
わ
た
し
た

ち
の
町
（
川
面
、
大
の
木
か
い
わ
い
）』

に
よ
れ
ば
「
松
ノ
音
は
張
り
手
の
名
人

で
、
６
尺
（
１
８
０
　
）
を
越
え
る
背
丈

が
あ
り
人
力
車
も
特
大
の
別
誂
え
だ
っ

た
。
米
俵
を
三
つ
も
軽
々
と
持
ち
上
げ

る
怪
力
だ
っ
た
。
ス
ピ
ー
ド
出
世
を
ね

た
ま
れ
て
毒
を
盛
ら
れ
た
と
い
う
噂
が

立
っ
た
ほ
ど
人
気
の
あ
っ
た
」
と
あ
る
。

大
阪
春
秋
９２
号
『
ハ
ッ
ケ
ヨ
イ
吹
い

た
吹
い
た
！
吹
田
の
風
』
に
よ
れ
ば
「
モ

テ
男
、
松
ノ
音
に
出
会
っ
て
熱
を
上
げ

た
。
作
栄
の
恋
は
仕
事
場
で
行
わ
れ
た

た
め
収
入
が
減
少
し
、
借
金
を
し
て
ま

で
松
ノ
音
に
小
遣
い
を
渡
す
よ
う
に
な

っ
た
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

こ
の
話
、
結
局
は
、
見
か
ね
た
南
地

の
親
方
が
作
栄
を
引
き
取
り
、
そ
こ
で

出
会
い
を
重
ね
た
。
作
栄
は
妻
の
よ
う

に
ふ
る
ま
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
は
明
治

１４
年
の
こ
と
で
、
松
ノ
音
は
２９
歳
、
死

の
一
年
前
だ
っ
た
。
さ
て
、
松
ノ
音
の

死
に
つ
い
て
も
見
て
お
こ
う
。
明
治
１５

年
、
２
月
、
松
ノ
音
は
、
突
然
、
体
の
異

常
を
訴
え
る
。
原
因
は
分
か
ら
な
い
。

病
状
は
ど
ん
ど
ん
進
ん
で
ふ
さ
ぎ
こ
ん

で
い
た
。
作
栄
は
、
祈
祷
代
、
薬
代
、
栄

養
の
あ
る
食
事
と
借
金
を
し
ま
く
っ
た
。

作
栄
の
看
病
の
か
い
も
な
く
、
松
ノ
音

は
五
月
二
日
に
死
ん
で
し
ま
う
。
嫉
妬

で
毒
を
盛
ら
れ
る
と
い
う
よ
う
な
死
に

方
で
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
作
栄
に

は
大
い
な
る
悲
し
み
と
当
時
の
お
金
で

約
３
０
０
円
の
借
金
が
残
さ
れ
た
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吹
田
市
の
川
面
墓
地
に
あ
る
松
ノ
音
善
蔵
の
墓

松
ノ
音
の
名
誉
の
た
め
に
も
、
最
後

に
、
飯
田
学
芸
員
が
教
え
て
く
れ
た
「
脱

走
」
の
こ
と
を
も
う
一
度
振
り
返
っ
て

み
た
い
。
先
の
『
ハ
ッ
ケ
ヨ
イ
・
吹
い
た
、

吹
い
た
、
吹
田
の
風
』
に
よ
れ
ば
、
当

時
は
、
大
阪
相
撲
で
は
年
功
序
列
が
優

先
さ
れ
、
実
力
が
評
価
さ
れ
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
正
当
な
利
益
配
分
を
要
求
し

て
、
本
場
所
後
、
大
阪
相
撲
の
１０
名
が

「
脱
走
」
し
た
。
そ
の
中
に
松
ノ
音
が
い

た
。
彼
ら
は
、
東
京
相
撲
の
分
派
、
高
砂

組
に
加
わ
り
「
別
派
」
と
呼
ば
れ
て
、
次

の
東
京
、
大
阪
も
合
併
相
撲
に
参
加
し

た
。
そ
の
「
別
派
」
が
「
脱
走
」
と
表
現

さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
世
間
は

彼
ら
を
「
悪
者
扱
い
」
し
た
こ
と
に
な
る
。

「
こ
の
時
の
東
京
改
正
組
は
東
京
相
撲

の
内
紛
で
分
派
し
た
一
行
で
、
現
在
の

高
砂
部
屋
で
あ
る
」
と
前
掲
書
は
伝
え

て
い
る
。
そ
の
頃
、
脱
走
と
し
て
揶
揄

さ
れ
た
松
ノ
音
ら
を
応
援
す
る
相
撲
フ

ァ
ン
も
現
れ
た
。
新
聞
の
投
書
に
「
彼

ら
は
親
方
を
捨
て
脱
走
し
た
と
い
う
の

だ
か
ら
さ
ぞ
乱
暴
者
と
思
っ
て
い
た
が
、

宿
泊
中
の
言
動
は
規
則
正
し
く
温
和
で

あ
る
こ
と
に
驚
い
た
。
・
・
他
の
力
士
に

は
手
本
に
し
て
ほ
し
い
。
脱
走
の
汚
名

が
つ
い
て
気
の
毒
だ
」
と
あ
る
。
や
は
り
、

松
ノ
音
は
正
義
感
の
強
い
相
撲
の
改
革

者
だ
っ
た
の
だ
。

わ
が
吹
田
は
、
相
撲
の
町
だ
っ
た
。

特
に
、
垂
水
神
社
で
行
わ
れ
る
相
撲
大

会
は
人
気
だ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
吹
田

の
草
相
撲
の
環
境
が
、
松
ノ
音
と
云
う

才
能
を
育
て
上
げ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

今
の
相
撲
が
サ
ッ
カ
ー
や
、
プ
ロ
野
球

の
よ
う
に
ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド
な
ス
ポ

ー
ツ
と
し
て
国
民
に
愛
さ
れ
て
い
く

よ
う
に
な
る
た
め
に
は
、「
国
技
」
と

い
う
も
の
に
寄
り
か
か
っ
て
い
て
は

だ
め
だ
。「
国
技
」
は
返
上
し
た
方
が

い
い
。
相
撲
の
歴
史
に
立
ち
か
え
り
、

さ
ら
に
「
改
革
」
を
進
め
て
ほ
し
い
と

願
う
。
松
ノ
音
な
ら
、
き
っ
と
、
そ
う

考
え
る
だ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　（
了
）
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人
気
大
関
・
松
ノ
音
善
蔵
が
行
く

セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
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